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将来的な体制などを協議

　

全
国
建
具
組
合
連
合
会
（
小
松
俊
悦
会

長
）
は
5
月
20
日
、
東
京
都
港
区
の
メ
ル

パ
ル
ク
東
京
に
て
平
成
27
年
度
第
1
回
常

任
理
事
会
を
開
催
し
た
。

　

常
任
理
事
会
の
司
会
は
森
山
健
蔵
副
会

長
が
担
当
。
太
田
明
副
会
長
の
開
会
の
辞

に
続
き
、
小
松
会
長
が
挨
拶
。「
東
京
大

会
の
開
催
が
近
づ
い
て
い
る
が
、
一
番
の

お
願
い
は
業
者
大
会
へ
の
参
加
、
展
示
会

へ
の
参
加
と
作
品
の
出
品
と
な
る
。
開
催

業 

界 

サ 

ー 

チ

議事

全
国
建
具
組
合
連
合
会

平
成
27
年
度
第
1
回
常
任
理
事
会

会
費
値
上
げ
案
を
1
年
延
期
へ

準
備
の
方
は
大
会
事
務
局
の
頑
張
り
で
進

ん
で
い
る
。
大
会
の
成
功
に
皆
様
の
協
力

を
お
願
い
す
る
。
今
回
の
常
任
理
事
会
で

は
会
費
値
上
げ
を
提
案
さ
せ
て
も
ら
っ

た
。
本
年
度
予
算
案
は
値
上
げ
を
前
提
と

し
た
案
を
作
成
し
た
。
こ
れ
は
前
回
1
月

の
常
任
理
事
会
で
値
上
げ
を
前
提
と
し
た

予
算
案
作
成
の
承
認
を
受
け
た
こ
と
に
よ

る
。
今
回
の
常
任
理
事
会
で
は
会
費
の

値
上
げ
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

平
成
14
年
、
2
代
前
の
相
川
敏
正
会
長

の
時
代
に
会
費
の
値
上
げ
を
し
て
以
来
、

10
数
年
が
経
過
し
た
。
当
時
、
会
員
は

６
５
０
０
人
だ
っ
た
が
、
今
は
２
０
０
０

人
強
ま
で
減
少
し
た
中
、
ど
う
し
て
も
値

上
げ
を
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

態
と
な
っ
た
。
こ
の
問
題
は
全
国
建
具
展

示
会
を
続
け
る
の
か
、
中
止
す
る
の
か
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。
現
在
、
全
国
建
具

展
示
会
に
は
５
０
０
万
円
の
費
用
が
か
か

る
。
全
国
建
具
の
会
費
収
入
の
半
分
近
く

を
費
や
す
の
で
あ
り
、
展
示
会
を
ど
う
す

る
か
の
意
見
を
出
し
て
欲
し
い
。
も
う
一

つ
は
法
人
化
の
問
題
が
あ
る
。
国
は
任
意

の
団
体
を
受
け
付
け
な
い
姿
勢
を
打
ち
出

し
て
い
る
。
建
具
の
団
体
が
国
に
物
を
申

せ
る
よ
う
に
な
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
。

法
人
化
に
は
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
る
が
、
プ

ラ
ス
面
も
あ
る
。
財
政
の
他
、
様
々
な
問

題
を
限
ら
れ
た
時
間
で
審
議
す
る
の
は
大

変
だ
が
、
業
界
存
続
の
た
め
に
協
力
を
お

願
い
し
た
い
」
と
語
り
、
会
費
値
上
げ
や

法
人
化
の
議
案
へ
の
理
解
を
求
め
た
。

　

議
長
に
は
生
島
直
樹
専
務
理
事
を
選

出
。
第
1
号
か
ら
第
7
号
ま
で
の
議
案
を

協
議
。
平
成
26
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支

決
算
の
件
で
は
、
太
田
明
副
会
長
か
ら
前

年
度
に
実
施
し
た
事
業
内
容
と
収
支
決
算

を
説
明
。
太
田
副
会
長
は
「
本
来
、
全
国

建
具
は
建
具
業
界
の
舵
取
り
役
で
あ
る

が
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
は
言

い
難
い
。
そ
れ
で
も
昨
年
は
標
準
見
積
書

の
作
成
で
法
定
福
利
を
導
入
す
る
な
ど
、

本
来
の
あ
り
方
を
実
行
で
き
た
。
長
年
の

運
営
か
ら
傘
下
団
体
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な

り
、後
継
者
不
足
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
か
ら
組
織
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
法

人
化
に
取
り
組
む
」
と
、
過
去
の
反
省
を

基
に
全
国
組
織
と
し
て
行
政
へ
の
窓
口
強

化
や
国
に
対
し
て
要
望
で
き
る
組
織
体
制

の
確
立
を
目
指
す
旨
を
伝
え
た
。

　

平
成
26
年
度
の
収
支
決
算
で
は
、
会
員

数
減
に
よ
る
会
費
収
入
の
減
少
、
事
業
収

入
に
お
け
る
広
告
収
入
の
減
少
、
会
議
費

の
増
加
な
ど
の
理
由
で
支
出
額
が
増
加
。

別
途
積
立
金
か
ら
補
填
す
る
形
で
黒
字
決

算
を
維
持
。
厳
し
い
財
政
を
考
慮
し
て
本

部
事
務
所
の
移
転
を
決
定
。
今
年
度
か
ら

小松会長
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現
在
よ
り
も
賃
料
の
安
い
事
務
所
へ
移
転

す
る
。
経
費
監
査
報
告
に
お
い
て
大
澤
直

也
監
事
は
「
会
計
上
は
黒
字
だ
が
、
積
立

金
の
切
り
崩
し
で
あ
り
、
実
質
赤
字
で
あ

る
。
早
急
な
財
務
改
善
の
必
要
が
あ
る
」

と
、
全
国
建
具
の
財
政
へ
の
危
惧
を
強
調

し
た
。

　

定
款
変
更
の
協
議
で
は
、
現
在
の
定
款

を
事
業
協
同
組
合
連
合
会
の
定
款
を
基
本

と
す
る
改
正
案
が
検
討
さ
れ
、
原
案
通
り

承
認
。
新
た
な
定
款
で
は
、
理
事
定
数
を

19
名
に
し
、
現
行
の
常
任
理
事
会
に
替

わ
っ
て
理
事
会
を
設
置
し
、
全
国
建
具
の

方
針
を
協
議
。
現
在
の
常
任
理
事
会
は
別

な
名
称
で
議
論
及
び
意
見
交
換
の
場
を
設

け
る
。

　

平
成
27
年
度
の
予
算
案
は
前
回
の
常

任
理
事
会
で
決
議
し
た
通
り
、
会
費
値

上
げ
を
前
提
と
し
て
作
成
。
会
員
数
を

１
８
０
０
人
で
計
算
し
、
1
人
当
た
り
の

会
費
を
現
在
の
年
間
５
４
０
０
円
か
ら

1
万
５
０
０
０
円
に
設
定
。
値
上
げ
の
条

件
と
し
て
組
合
機
関
誌
「
建
具
報
」
の
購

読
料
及
び
送
料
を
会
費
よ
り
捻
出
し
、
全

員
購
読
の
体
制
を
提
案
し
た
。
こ
の
会
費

値
上
げ
に
は
賛
否
の
意
見
が
多
数
出
さ
れ

た
。
以
下
に
主
な
意
見
を
記
す
。

（
会
費
値
上
げ
賛
成
意
見
）

・
県
内
で
全
国
建
具
に
加
入
し
て
い
る
組

合
員
の
意
見
で
は
、
全
国
建
具
の
存
在
は

必
要
で
あ
る
と
い
う
声
が
大
き
い
。

・
県
の
組
合
員
は
全
国
建
具
を
存
続
さ
せ

る
意
思
で
い
る
。
現
在
も
組
合
員
は
全
員

が
建
具
報
を
購
読
し
て
い
る
。

・
今
年
1
月
の
常
任
理
事
会
の
案
を
受
け
、

県
内
の
組
合
員
と
会
費
値
上
げ
の
議
論
を

し
た
。
今
年
の
県
の
総
会
で
全
国
建
具
の

会
費
値
上
げ
を
決
議
し
、
組
合
員
の
承
認

を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
県
内
の
組
合
員

は
値
上
げ
後
も
全
国
建
具
に
全
員
が
加
入

継
続
す
る
こ
と
も
決
め
た
。

・
会
費
値
上
げ
を
1
年
間
先
延
ば
し
に
し

て
も
議
論
が
白
紙
に
戻
る
だ
け
で
進
展
が

な
い
。
臨
時
総
会
で
は
値
上
げ
の
議
論
に

結
論
を
出
す
べ
き
。

（
会
費
値
上
げ
反
対
意
見
）

・
値
上
げ
は
や
む
を
得
な
い
状
況
に
あ
る

と
思
う
が
、
県
連
の
組
合
員
の
半
数
は
組

合
を
辞
め
た
い
と
い
う
状
況
に
あ
る
。
年

間
1
万
５
０
０
０
円
と
い
う
金
額
だ
と
退

会
者
も
数
多
く
な
る
。
そ
う
な
る
と
今
期

計
画
の
会
員
数
１
８
０
０
人
を
下
回
る
の

で
は
な
い
か
。

・
東
京
は
２
０
１
人
の
組
合
員
が
全
国
建

具
に
皆
加
入
し
て
い
る
。
こ
の
値
上
げ
幅

で
は
全
体
で
現
状
か
ら
更
に
２
０
０
万
円

以
上
の
負
担
増
加
と
な
る
。
入
会
者
に
無

理
の
な
い
金
額
設
定
を
希
望
す
る
。

・
法
人
化
あ
り
き
の
会
費
値
上
げ
な
の
だ

ろ
う
か
。
行
政
は
業
界
を
育
て
る
も
の
で

あ
り
、
役
人
に
法
人
化
を
脅
か
さ
れ
て
混

乱
す
る
べ
き
で
は
な
い
。

・
神
奈
川
県
で
は
4
年
が
か
り
で
組
合
財

政
を
黒
字
化
し
た
。
県
も
ギ
リ
ギ
リ
の
と

こ
ろ
で
組
合
運
営
を
し
て
い
る
。
こ
の
時

点
で
全
国
建
具
の
会
費
値
上
げ
を
し
た
ら

多
く
の
組
合
員
が
脱
退
し
て
し
ま
う
。
地

方
の
組
合
が
瓦
解
し
た
ら
、
全
国
建
具
も

駄
目
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

・
会
費
値
上
げ
を
受
け
入
れ
る
の
は
難
し

い
。
た
だ
、
現
在
の
執
行
部
が
泥
を
か
ぶ

る
意
志
で
提
案
し
て
い
る
こ
と
は
理
解
と

評
価
を
し
た
い
。

　

議
論
の
結
果
、
小
松
会
長
が
全
国
建
具

会
費
の
値
上
げ
を
1
年
間
延
期
す
る
こ
と

を
表
明
。
平
成
27
年
度
は
現
行
の
会
費
で

運
営
し
、
経
費
削
減
に
努
め
つ
つ
、
不
足

分
は
別
途
積
立
金
か
ら
補
填
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
常
任
理
事
会
で
の
決
議
事
項
は

次
の
通
り
。

・
平
成
26
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算

報
告
―
原
案
通
り
可
決
。

・
定
款
変
更
並
び
に
法
人
化
―
原
案
通
り

可
決
。

・
平
成
27
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
案
―

会
費
値
上
げ
は
1
年
延
期
し
、
平
成
28
年

度
の
会
費
は
執
行
部
で
再
度
練
り
直
す
。

　

そ
の
他
協
議
で
は
、
岐
阜
県
の
三
島
建

具
㈱
の
奈
良
県
建
具
工
業
協
同
組
合
へ
の

加
入
に
つ
い
て
、
飛
び
県
で
の
加
入
の
是

非
を
議
論
。
奈
良
県
に
も
事
業
所
が
あ
る

と
い
う
事
実
か
ら
奈
良
県
の
組
合
へ
の
加

入
を
認
め
る
こ
と
を
決
議
。
常
任
理
事
会

は
石
森
良
洋
副
会
長
の
閉
会
の
辞
で
終
了

し
た
。
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予算案を説明する太田副会長




